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1. はじめに 
 本発表は、株式会社インテリジェンスとの協業

プロジェクトにおいて、アルバイト情報誌 an（以
下 anとする）の若年層に対する認知度向上とWeb
サイトの利用促進を目標に、映像やポスター、デ

ジタルサイネージ、SNS での周知・広告活動の実
践結果とその効果について分析、考察を行う。全

てのコンテンツに「アルバイトにはお金以上の価

値がある」というキャッチコピーを入れ、愛知県

内の主要 4 駅での 5 種類のデジタルサイネージと、
同県内の駅やショッピングモール等で 9 種類のポ
スターを打ち出した結果、SNS でいわゆる炎上す
る結果となった。それはキャッチコピーを発端と

した twitter での二万を超えるリツイートから始ま
り、テレビ番組で取り上げられるなど様々な論争

に発展したものである。コンテンツを制作したプ

ロセスと各過程で行った工夫をまとめ、その実践

過程から知り得た予定外の波及効果と、様々なメ

ディアを活用した映像を中心としたコンテンツ配

信の可能性を考察する。 
 
2. プロジェクト概要 
 an は一般的に紙媒体の印象が強く、競合他社に
比べ、メディア化が遅れているという課題を持っ

ていた。そこで、an に対して多くの人が抱いてい
た、「紙媒体のイメージ」を払拭し、web サイト
利用者の増加を目的に活動をした。そこで、an の
イメージ付けである、「働くことの面白さ・楽し

さを伝える」を軸に、広告や映像制作を目指した。 
	 自分たちのアルバイト経験から、働いて得たも

のは、仲間や成長といった、お金だけではないこ

とからも、キャッチコピーを「アルバイトにはお

金以上の価値がある」とした。「経験、成長、仲

間」のキーワードを基に、ストーリー仕立ての映

像制作が決定した。視聴者が共感できる幅を広げ

るため、同じ時間、場所で起きた出来事を主人公、

先輩、後輩の三つの視点から構成した。映像を基

に、デジタルサイネージ用の映像やポスター、

twitter を利用し、PR 活動を行った。完成した映
像・サイネージ・ポスターは 2017 年 1 月 18 日
（水）から 2017 年 3 月 31 日（火）で公開された。
ポスターは現時点（2017 年 6 月 7 日）でも場所に
よって掲出されている。制作したコンテンツと配

信場所は以下の通りである。 
・an公式Webサイト内の特設ページ 
	 ・映像 7本	 (YouTubeからのリンク) 
・愛知県内駅（名古屋、栄、春日井、豊橋） 
	 ・デジタルサイネージ 4本 
・駅、ショッピングモール等 
	 ・ポスター9種類 
 
3. 公開からの反響 
3.1 炎上の経緯 
	 2017年 1月 18日公開時に 37のニュースサイト
に取り上げられた。その後「アルバイトにはお金

以上の価値がある」としたキャッチコピーのつい

たポスター（図 1）を見た、ある twitter ユーザー
が、2 月 17 日に「あるわけねーだろ」と呟いた結
果、数日で「いいね」が 22418、「リツイート」
が 25782 された。この炎上について、6 つのニュ
ースサイトで記事が掲載され、9 つのまとめサイト
にも掲載された。また、テレビ番組でも取り上げ

られ、現在(2017年 6月 7日)も twitter上で「アル
バイトにはお金以上の価値がある」というキャッ

チフレーズで意見が出されている状況である。 
 

 
図 1．	 ツイートされたポスター 
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3.2 炎上の想定要因 
 主要な書き込み等から分析してみると、以下の 3
つが主な炎上の要因として分かった。 
（1）キャッチコピー 
	 「少なくとも大学生は生活のためにバイトして

いますよ！」や「え！？バイトってお金を稼ぐた

めにやるものじゃないの？」など、アルバイトの

目的はお金をもらうためのみと考える人による反

響。 
（2）大学のイメージ 
	 金城学院大学は昔から「お嬢様」というイメー

ジが強いため、金城生がアルバイトをすることは

社会勉強のためだと思われている。そのため、金

城生が「アルバイトにはお金以上の価値がある」

といっても説得力がないと考える人による反響。 
（3）インテリジェンスとの協業 
	 金城学院大学と anによる産学協業型であるにも
関わらず、an側がこのキャッチコピーを受け入れ
許可をし、世の中に発信させたことがおかしいと

考える人による反響。 
 
3.3 炎上後のコンテンツ解析 
	 1月 18日、an公式Webサイト内の特設ページ
にて公開された映像(主人公視点)の視聴回数は炎上
が起こるまで、200回以下であった。この時点での
再生された映像のアクセス元は、95％が特設ペー
ジであった。しかし、炎上の発端となったツイー

トがされた 2月 17日以降、視聴回数は 3月にかけ
て 2000回にまで伸びたが（図 2）、特設ページへ
のアクセス数は 200強であり、炎上後は 9割弱ア
クセスが特設ページから特定の外部サイト

（nikkeibp.co.jp）に移った。会員限定のあるコラ
ム内に貼られた映像へのリンクがアクセス元とな

ったのである。現在(2017年 6月 7日)は 2182回で
あり、その後の大きな伸びはない。1分 20秒の映
像の平均視聴時間は 1分 19秒であることから、離
脱率は低く、最後まで視聴されている率が高いこ

とが分かった。他の映像の再生数は 300回以下と
伸びなかったが、主人公視点と同じく、炎上後に

再生数が伸びた結果となった。 
 

 
図 2.  動画の統計情報 

4. 考察 
今回の反響は、twitter でのあるつぶやきから始
まった。当初はオピニオンリーダー的な存在に多

くの人が反応したと予想したが、調べてみたとこ

ろ、キャッチコピーによるものが、大学のイメー

ジや協業スタイルと相まって拡散したことが分か

った。そのキャッチコピーについて、まとめサイ

トやテレビ番組で話題になったことで本来の目的

である映像の再生数は一時的に伸びたが、分析の

結果、twitter からのリンク等からではなく、会員
制のコラムからのアクセスが大半であった。炎上

後は継続して再生数を伸ばすことはできなかった

が、一時的にでも我々の表現に対して世間が反応

を示してもらえたことの意味は大きい。また、

twitter 上での地道な周知や多様なリンクや検索が
映像のアクセスに繋がる淡い期待を持っていたが、

結果的に twitter での炎上に反応した人々が、二次
的に生み出した記事等からのアクセスが大半であ

った。また、当初目立った誹謗中傷的なコメント

が「お金以上の価値」に対する論争的な流れに変

わったことはさらなる分析の対象となる。今後の

SNS におけるものごとの周知のあり方を検討する
上で有益なデータとなった。 

 
5. おわりに 
	 本研究では、株式会社インテリジェンスとの協

業プロジェクトにおいて、アルバイト情報誌 anの
若年層に対する認知度向上とWebサイトの利用促
進を目標にコンテンツ制作、そのプロモーション

の結果、起こった事例の分析、考察をおこなった。

我々のアルバイト経験からキャッチコピーを「ア

ルバイトにはお金以上の価値がある」と定め、映

像制作ならびにポスター、デジタルサイネージ、

SNSでの周知に取り組んだ。映像の配信が主な取
り組みであったが、結果的にはキャッチコピーか

ら一般的に言う炎上という形で世の中に広まった。

そこから、キャッチコピーの持つ重要性から映像

やポスターのコンテンツデザインのあり方に至る

まで多くの要素が明らかになった。今後は、同様

のプロジェクト等で一学生が配信したコンテンツ

の周知に SNSやWebサイトを活用する場合のあ
り方について研究を進めていきたい。 
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